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『京都府の地震活動』は、京都府及びその周辺の地震活動状況を解説するとともに、地震防災知識

の普及に資するため、毎月刊行しています。 

本誌に掲載した震源要素、震度データは、再調査された後、修正されることがあります。 

本資料は、国立研究開発法人防災科学技術研究所、北海道大学、弘前大学、東北大学、東京大学、

名古屋大学、京都大学、高知大学、九州大学、鹿児島大学、国立研究開発法人産業技術総合研究所、

国土地理院、国立研究開発法人海洋研究開発機構、公益財団法人地震予知総合研究振興会、青森県、

東京都、静岡県、神奈川県温泉地学研究所及び気象庁のデータを用いて作成しています。また、2016 年

熊本地震合同観測グループのオンライン臨時観測点（河原、熊野座）、2022年能登半島における合同

地震観測グループによるオンライン臨時観測点（よしが浦温泉、飯田小学校）、EarthScopeConsortium

の観測点（台北、玉峰、寧安橋、玉里、台東）のデータを用いて作成しています。 

震度データは、気象庁の震度計の観測データに併せて地方公共団体及び国立研究開発法人防災科学

技術研究所から提供されたものを掲載しています。 
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震央分布図（マグニチュード 0.5 以上、深さ０～80km） 

 
・（2024年9月1日～2025年8月31日、深さ０～80km、M≧0.5） 

・2025年8月の地震を赤く表示（総数295） 

・震源を表す「○」の記号は、マグニチュード（M）の大きさに対応したサイズで表記。 

・震度１以上を観測した地震には、日時、深さ、マグニチュード（M）、最大震度及び京都府内で震度を観測した地震に 

ついては京都府内最大震度を付記。 

・橙色の線は地震調査研究推進本部の長期評価による活断層を示す。 

 
概況 

８月中、震央分布図内で観測したマグニチュード 2.0 以上の地震は 19 回、震度１以上の

揺れを観測した地震は６回でした（７月はそれぞれ 10 回、１回）。 

京都府内で震度１以上を観測した地震は４回でした（７月は０回）。 

19 日 13 時 01 分 大阪府北部の地震（深さ 8km、M2.4）により、京都府亀岡市で震度１を

観測したほか、大阪府、兵庫県で震度１を観測しました。 

22 日 01 時 30 分 京都府南部の地震（深さ 14km、M3.3）により、京都府亀岡市で震度２

を観測したほか、京都府、大阪府、兵庫県で震度１を観測しました。 
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22 日 10 時 07 分 京都府南部の地震（深さ 12km、M2.6）により、京都府亀岡市で震度１

を観測しました。 

25 日 01 時 44 分 福井県嶺北の地震（深さ 10km、M4.4）により、京都府京丹後市・城陽

市・京田辺市・宇治田原町で震度１を観測したほか、東海・甲信越・北陸・近畿地方にか

けて震度３～１を観測しました。 

 

 

震央分布図、断面図（マグニチュード 0.5 以上、深さ０～80km） 
 

 

 
   

  

 

・（2024年9月1日～2025年8月31日、深さ０～80km、M≧0.5） 

・2025年8月の地震を赤く表示（総数295） 

・震源を表す「○」の記号は、マグニチュード（M）の大きさに対応したサイズで表記。 
・震度１以上を観測した地震には、日時、マグニチュード（M）、最大震度を付記。 

・橙色の線は地震調査研究推進本部の長期評価による活断層を示す。 

 

 

左上 震央分布図 

右上 震央分布図を東から見た断面図 

左下 震央分布図を南から見た断面図 
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深さ数 km～約 20km に分布している地震は陸側のプレート内で発生した地震（地殻内地
震）、深さ約 30km～約 60km に分布している地震は、沈み込むフィリピン海プレート内の地
震です。 

 
 

京都府で震度１以上の揺れを観測した地震の震度一覧表（2025 年８月） 

北緯 東経 深さ 規模
月　日 時　分 （度分） （度分） （km） （M）

① 8月19日 13:01 大阪府北部  34ﾟ 58.0'  135ﾟ 21.7' 8 2.4

② 8月22日 01:30 京都府南部  35ﾟ 02.7'  135ﾟ 32.8' 14 3.3

③ 8月22日 10:07 京都府南部  35ﾟ 02.6'  135ﾟ 35.5' 12 2.6

④ 8月25日 01:44 福井県嶺北  35ﾟ 45.5'  136ﾟ 18.5' 10 4.4

番号
観測日時

震央地名

 

 

① ② ③ ④ ① ② ③ ④

福知山市内記        気 - - - - 京都伏見区竹田 自 - - - -

福知山市長田野町     防 - - - - 京都伏見区醍醐 自 - - - -

福知山市三和町千束    自 - - - - 京都山科区安朱川向町   防 - - - -

福知山市夜久野町額田   自 - - - - 京都山科区西野 自 - - - -

福知山市大江町河守    自 - - - - 京都西京区樫原 自 - 1 - -

舞鶴市下福井        気 - - - - 京都西京区大枝 自 - 1 - -

舞鶴市浜         防 - - - - 宇治市宇治琵琶       気 - - - -

舞鶴市北吸        自 - - - - 宇治市折居台       防 - - - -

綾部市若竹町       自 - - - - 亀岡市安町         気 1 2 1 -

宮津市柳縄手       自 - - - - 亀岡市余部町       防 - 1 - -

伊根町亀島        防 - - - - 城陽市寺田        自 - - - 1

伊根町日出        自 - - - - 向日市寺戸町       自 - - - -

京丹後市弥栄町吉沢     気 - - - - 長岡京市開田       自 - - - -

京丹後市久美浜町広瀬   防 - - - 1 八幡市八幡        自 - - - -

京丹後市峰山町      自 - - - - 大山崎町円明寺      自 - - - -

京丹後市大宮町      自 - - - - 久御山町田井       自 - - - -

京丹後市丹後町      自 - - - - 京田辺市田辺       自 - - - 1

京丹後市久美浜市民局      自 - - - 1 井手町井手        自 - - - -

京丹後市網野町 自 - - - - 宇治田原町立川     自 - - - 1

京丹後市弥栄町溝谷 自 - - - - 笠置町笠置        自 - - - -

与謝野町加悦       自 - - - - 和束町釜塚        自 - - - -

与謝野町岩滝       自 - - - - 精華町南稲八妻      自 - - - -

与謝野町四辻       自 - - - - 南山城村北大河原     自 - - - -

京都北区大宮西脇台町 自 - 1 - - 京丹波町坂原 気 - - - -

京都上京区薮ノ内町    自 - - - - 京丹波町橋爪 自 - - - -

京都左京区広河原能見町 防 - - - - 京丹波町本庄 自 - 1 - -

京都左京区田中 自 - - - - 京丹波町蒲生 自 - - - -

京都中京区西ノ京 気 - 1 - - 南丹市美山町島      自 - - - -

京都中京区河原町御池 自 - - - - 南丹市日吉町保野田 自 - 1 - -

京都東山区清水 自 - - - - 南丹市八木町八木     自 - 1 - -

京都下京区河原町塩小路 自 - - - - 南丹市園部町小桜町 自 - 1 - -

京都南区西九条 自 - - - - 木津川市加茂町里 自 - - - -

京都右京区京北周山町   自 - 1 - - 木津川市木津       自 - - - -

京都右京区太秦 自 - 1 - - 木津川市山城町上狛 自 - - - -

各地の震度

北
　
　
部

南
　
　
部

地
域

震度観測点
所
属

各地の震度地
域

震度観測点
所
属

南
　
　
　
部

 

 

注１：所属のうち、「気」は「気象庁」、「防」は「国立研究開発法人防災科学技術研究所」、「自」は「自治体」を示して

います。 

注２：表○数字は、８月に京都府内で震度１以上の揺れを観測した地震番号を表しています。 
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① 8 月 19 日 13 時 01 分 大阪府北部の地震（深さ 8km、M2.4）の震度分布

図（観測点別） 

 

       
 

 

 

 

② 8 月 22 日 01 時 30 分 京都府南部の地震（深さ 14km、M3.3）の震度分布図

（観測点別） 
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③ 8 月 22 日 10 時 07 分 京都府南部の地震（深さ 12km、M2.6）の震度分布

図（観測点別） 
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④ 8 月 25 日 01 時 44 分 福井県嶺北の地震（深さ 10km、M4.4）の震度分布

図（上図：地域別、下図：観測点別） 
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【地震一口メモ】 

京都府内の活断層について 

 

地球の表面は十数枚の巨大な板状の岩盤（プレート）で覆われており、それぞれが別々の方向に年間

数 cm の速度で移動しています（プレート運動）。日本列島周辺では、複数のプレートがぶつかりあって

おり、岩盤の中に大きなひずみが蓄えられています（図１）。そのひずみが限界に達したときに岩盤が割

れ（断層）地震が発生します。また、過去に繰り返し地震を起こし、将来も地震を起こすと考えられて

いる断層を「活断層」と呼びます（図２）。 

 
図１ 日本付近のプレートの模式図（気象庁 HP「地震発生のしくみ」より） 

 

 

図２ 日本列島周辺で発生する地震のタイプ＜陸域の浅い地震の発生のしくみ＞（パンフレット「活断

層の地震に備える -陸域の浅い地震-」より） 
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政府の地震調査研究推進本部では、規模の大きい地震が発生する可能性のある全国約 100 の主要な活

断層について、事前にその場所を特定して過去の活動履歴を調べることで、将来発生する地震の長期的

な発生の予測（長期評価）を行っています（図３、表１）。 

図３ 震央分布図＜活断層表示＞（気象庁 HP より） 

 

表１ 主要活断層帯の長期評価の概要（算定基準日 令和 7 年（2025 年）1 月 1 日）  
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・複数の都道府県に位置している主要活断層帯については、薄緑色で示しています。経年等により値が変わったものは薄い青色で示

しています。 

 

注 1：確率値は有効数字１桁で記述している。ただし、30 年確率が 10%台の場合は 2 桁で記述する。また「ほぼ０%」とあるのは、

10－3 %未満の確率値を表す。 

注 2：最新活動（地震発生）時期から評価時点までの経過時間を、平均活動間隔で割った値。最新の地震発生時期から評価時点まで

の経過時間が、平均活動間隔に達すると 1.0 となる。 

注 3：平均活動間隔が判明していない等の理由より、地震発生確率及び地震後経過率を求めることができない。 

注 4：活断層における今後 30 年以内の地震発生確率が 3%以上を「Ｓランク」、0.1～3％を「Ａランク」、0.1%未満を「Ｚランク」、不

明（すぐに地震が起きることが否定できない）を「Ｘランク」と表記している。地震後経過率（注 2）が 0.7 以上である活断層に

ついては、ランクに「＊」を付記している。Ｚランクでも、活断層が存在すること自体、当該地域で大きな地震が発生する可能性

を示す。 

注 5：最新活動の時期が特定できていないため、通常の活断層評価で用いている計算方法（地震の発生確率が時間とともに変動する

モデル：ＢＰＴ分布モデル）ではなく、地震発生確率が時間的に不変とした考え方（ポアソン過程）により長期確率を求めている。

同じ理由から、地震後経過率も求められない。 

注 19：三方・花折断層帯（花折断層帯/北部）は、平均活動間隔が不明のため、地震発生確率は求めることができないが、最新活動

時期が 1662 年の地震である可能性があることから、近い将来の地震発生可能性は小さいと考えられる。 

注 28：京都盆地－奈良盆地断層帯南部は、評価の結果、奈良盆地東縁断層帯と称することとしたので、ここでは奈良盆地東縁断層

帯と記述した。 

（出典：主要活断層帯の長期評価の概要（算定基準日 令和 7 年（2025 年）1 月 1 日）＜都道府県別＞（地震調査研究推進本部）） 

（https://www.jishin.go.jp/main/choukihyoka/ichiran_pref.pdf） 

 

京都府内の主要な活断層は、三方・花折断層帯、山田断層帯、三峠・京都西山断層帯などがあり、そ

の内京都府を縦断している三峠・京都西山断層帯（赤枠）は、A ランク評価となっており、今後 30 年間

で再び大きな地震の発生する確率がやや高いとされています。しかし、発生確率不明（X ランク）の活

断層もあります。 

 

では、主要な活断層から離れている場所だと安全かというとそうではありません。活断層は、あくま

で人間による調査により、地表付近で見つかった断層のことで、長年の浸食や堆積により隠れてしまっ

ている場合もあります。また、地震の規模がある程度大きくなければ地表に断層が現れないこともあり

ます（図４）。 

 

 

図４ 地表に現れた活断層と現れていない活断層（パンフレット「活断層の地震に備える -陸域の浅

い地震-」より） 
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したがって、お住いの地域や防災関係機関等の場所で活断層から遠い場所でも、いつでも大きな地震

が発生する可能性があります。地震調査研究推進本部の主要活断層評価は、参考にしていただきつつも、

日ごろから十分な備えをお願いします。 

 

詳細については、気象庁 HP に「活断層の地震に備える」としてパンフレットが掲載されていますので、

「近畿地方版」をご覧ください。 

 

気象庁 HP「活断層の地震に備える -陸域の浅い地震-」 

https://www.jma.go.jp/jma/kishou/books/katsudansou/index.html 


